
【診療】

定　義

算　式

H30年度 7,955 件 (年間)

H29年度 7,593 件 (年間)

H28年度 7,299 件 (年間)

H27年度 7,339 件 (年間)

国立大学附属病院は高度急性期・急性期の要です。外科手術の提供だけでなく、その技術の普及を図る
ことは、診療と教育という国立大学附属病院の社会的責任を果たすことになります。外科医、麻酔科医、
看護師などの医療チームが手術室を効率的に活用し、どれだけの手術に対応することができているかを
表現する指標です。平成２８年度から平成３ ０年度へかけて、年々、平均値および中央値の件数が増加
しています。
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手術室内での手術件数

手術室で行われた医科診療報酬点数表区分番号K920、K923、K924（輸血関連）以外の手術（医科診療
報酬点数表２章第１０部手術に記載された項目）の件数です。ただし複数術野の手術等、１手術で複数手
術を行った場合は、合わせて１件とします。

　実数

当院の値（調査期間）

項目の解説


